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論　　文　　の　　要　　旨
　この論文は，2つの異なる非線型伝送線を接続し、孤立波を走らせた時ヨその境界でおこる散乱
現象を観測し、そこに存在する法則を見出そうとしたものである。
　伝送線はヨコイルと非線型コンデンサーを対称丁字型に接続したものを一つのセクションとしヨ
これを多数害梯子型につないで作られている。第一伝送線はヨーつのタイプのみとし。第二伝送線
はう非線型コンデンサーの接続の向き、それに加える直流バイアスの大きさ，コイルのインダクタ
ンス等を変える事によってヨその性質を変える事が出来る。第一伝送線に入射孤立波を走らせるとヨ
ニつの伝送線の境界で散乱がおこりヨ第一伝送線をもどる反射波と第二伝送線を進む透過波になる。
非線型コンデンサーとコイノレの接続部と初1終端のコイル端との問の信号電位の時問的変化を観測
した。ファラデーの電磁誘導則により雪この信号電位差を時問で積分するとその波のもつ磁束量が
もとめられる。第二伝送線の性質を上に述べた方法で変えて各波の磁東量を調べ，入射1透過1反射
光の磁束総量が保存される事を確認した。透過磁束量を第二伝送線の特性を示す量、Zr／L．／C。（V。）
で解析した（C。（V。）はヨバイアス電圧V。の時ラコンデンサーの微分容量）。Z。が同じでも第二伝送線
の非線型コンデンサーの向きにより透過磁東量が異なる事を見出した。これに対しラ著者は、エン
ピ／カルインピーダンス・を考比・一／・／・・f～一∫二∬・・（・1）・・1・・／∬舳と定義し
た。Z。の代りにZを用いて透過磁東量を表わすと非線型コンデンサーの接続方法による差異はみら
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れなくなる。第二伝送線の非線型が考慮に入ったためと考えラ著者はZの方が透過東量の記述に有
効であると述べている。
　透過，入射磁東量の比を透過ヨ入射インピーダンスの比の関数としてヨすべての測定結果をプロッ
トしてみると一つの曲線にのるように見える。著者の解析によれば磁東量の比は。反射宙入射イン
ピーダンスの比の関数でもありヨ磁東量の比は，2つの変数をパラメーターとする曲面であらわさ
れるものである。しかし，この実験ではラ後者の依存性が弱い事と実験誤差の大きさのためヨ著者
の解析を直接検証する事にはなっていないがラ解析自身は十分合理的なものである。
審　　査　　の　　要　　旨
　著者はラ2つの異なる非線型伝送線を接続し，孤立波を走らせた時ラ伝送線の境界でおこる散乱
現象を観測し，散乱の前後で総磁東量が保存される事を確認した。又ヨ透過磁東量をエンピリカル
インピーダンスによって整理する事を試みた。非線型領域における境界問題はヨ研究が少ないが，
光ファイバーの接続の問題などラ今後重要になると予想される。本研究は害非線型媒体の境界でお
こる散乱現象を電気回路を用いてシミュレートする研究の端緒となる実験といえる。
　よってヨ著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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